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助
役
選
任
、

月
定

人
化鳳

◎ 

夏

休

み

の

不

良

化

を

防

<‘’ 
た

め

に

則

し

し、

活

を

六
月
二
十
九
日
第
五
十
七
回
定
例
町
千
円
の
増
額
と
な
る
。
こ
の
理
由
は

議
会
を
関
い
て
、
次
の
案
件
を
議
決
し
保
険
給
付
鉗
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、

た

。

前

年

度

支

出

額

二

八

、

九

三

九

千

円

・

一

、

事

業

繰

越

計

算

書

に

つ

い

て

に

対

し

本

年

度

は

三

二

、

二

六

一

千

[

昭
和
四
十
三
年
度
に
事
業
を
繰
越
し
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
•

．
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
去
る
七

て
い
た
。
中
学
校
敷
地
災
害
復
旧
工
―
‘
助
役
の
選
任
に
つ
い
て

事
は
八
七
三
四
千
円
で
工
事
継
続
中
~
肱
川
町
助
役
谷
本
恒
雄
氏
は
七
月
十
．
j
j七
日
に
執
行
さ
れ
た
。
肱
川
町
の
有

で
あ
っ
た
が
六
月
十
二
日
完
成
し
た
。
一
日
任
期
滴
了
に
つ
き
由
迦
す
る
こ
権
者
は
三
、
二
四
一
人
で
投
娯
者
二
、

9

一
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
代
替
措
置
に
．
と
に
つ
い
て
満
場
一
致
同
意
し
た
。
．
五
二
三
人
、
投
票
率
七
七
、
八
五
パ
ー

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

本

会

議

の

一

般

質

固

者

は

次

の

通

り

セ

ン

ト

、

前

固

（

昭

四

0
年
）
よ
り
三
、

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に
対
．
一
、
町
内
山
林
野
の
売
買
に
つ
い
て
三
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
上
匝
る
成
紐
で
あ
っ

岡
村
議
員
い
た
。
投
‘
聞
祟
の
結
果
は
次
の
と
お
り

す
る
町
補
助
四
五

0
0円
を
六
五

0
:

[
で
あ
る
。

9-、
部
蕗
運
営
協
議
会
に
つ
い
て

I
 

0
円
に
増
額
し
た
。

一
、
昭
和
四
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
袖
山
麟
員

~
0
各
投
票
所
の
投
票
率
(
%
)

一
、
保
壼
セ
ソ
タ
・
ー
の
誘
致
に
つ
い
て
・
第
一
投
票
所
（
役
塩
）

予
算

山

口

議

員

[

七

九

f

ニ
一

地
方
改
善
事
業
敷
水
道
路
第
三
期
工
，

事
―
二
、
三
六
七
千
円
に
つ
い
て
予
＇
一
、
旱
害
対
策
に
つ
い
て
•
第
二
＂
（
岩
谷
小
）

六
二
、
六
六

算

代

迄

の

措

置

と

し

て

債

務

負

担

行

｀

同

人

•
•
第
三
＂
（
宇
和
川
集
会
所
）

為
の
袖
正
を
行
う
。

七
二
、
九
四

一
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
~

正

と

補

正

予

算

に

つ

い

て

●

号

叫

車

器

の

會

知

~

期

[

第

四

II

（
大
谷
小
）

本
年
度
保
険
税
の
賦
課
基
準
を
次
の
~
八
三
、

0
ニ

よ
う
に
改
め
る
。
~
検
査
を
受
け
よ
う
／
．
＂
第
五

I
I

（
中
津
小
）

[

七

七

、

三

九

所
得
割
百
分
の
一
、
八
六
~

資
産
割
り
四
五
、
八

0

．
計
量
法
の
規
定
で
、
次
の
日
程
に
よ
~
第
六
”
（
予
子
林
小
）

八
五
、
一
―

被
保
険
者
均
等
割
一
人
に
つ
き
五
ソ
計
撼
器
の
定
期
検
壺
を
行
い
ま
す
か
~

九
二
0

円
ぃ
竺
目
常
使
用
す
る
計
量
器
は
必
ず
検
査
•
第
七
I
I

（
中
居
谷
集
会
所
）

八
八
、
九
五

世

帯

割

・

ニ

、

六

六

0
円

エ

を

受

け

て

下

さ

い

。

り

補
正
予
算
に
お
け
る
保
険
税
は
―
一
、
こ
は
お
、
差
支
え
の
た
め
当
日
検
査
を
受
~

三
八
八
千
円
と
な
り
当
初
予
算
九
、
こ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
は
、
役
場

[

0

地
方
選
出
議
員
候
補
者
の
得
票
数

九
六
三
千
円
に
対
し
て
一
、
四
二
五
；
又
は
県
計
量
検
定
所
（
松
山
市
一
番
町
~
（
届
出
順
）

0

全
国
選
出
議
且
の
状
況

全
国
辿
出
謡
且
の
＿
候
袖
者
は
九
十
三

人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
当
町
に
お
い

て
得
票
の
あ
っ
た
候
袖
者
は
六
十
七
人

で
あ
る
。
得
票
者
の
上
位
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

最
高
者

二

位
三

棺

0

縣
効
投
票

無
効
投
票
は
地
方
区
で
八
十
八
碑
交

三
、
四
九
バ
ー
セ
ン
ト
、
全
国
区
で
一

九
六
票
、
七
、
八
バ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
。

二
宮
文
造

若
林
正
武

中
村
順
造

ニ
ニ
四
票

-
0
二
票

一
九
四
票

肱｝

上

甲

武

井
上
定
次
郎

堀

本

宣

実

高

田

が

ん

六
七
二
娯

ご

二

票

一
五
七

0
票

七
二
娯

材9-し 業
勘木材^ ノ相場表

前
回
よ
り
三
、
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
上
回
る
ー
ー
ー
＇

町
議
会
終
る

補
正
予
算
等
可
決

三
、
検
定
手
数
料

主
な
計
量
器
の
検
定
手
数
料
は
、
次

の
と
お
り
で
す
が
当
日
ご
持
参
下
さ
い
’

参

議

院

議

員

通

常

選

挙

終

る
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奴に辿賃や
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ね
式
指
示
は
か
り

五
kg以
下
の
場
合

・-
r上

五
寸

r

[
-
、
日
時
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ニ
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肱
川
町
役
場

台
手
動
は
か
り

百

kg
以
下
の
場
合

七
十
円

，
棒
ば
か
り

~
二
十

k
g以
下
の
場
合

八
月
十
六
日
午
前
九
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
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県森述しいたけ共同販売所に於ける 相場

1. 入札の月日 4 3年 7月 10日

2. 入札の箱数 7 5 0点 18.887kg: 

3. 価格 高値 2.5 3 0 (香信）

(K当り） 平均 1. 4 7 0 

安値 7 0 0 
4. 概要

全般に重量物，小粒系の品が多かっ

た事と品質の低下から前回より平均 2

0 0円安。

上物は買気活発で香信箱物向きのもの

は2.0 0 0~  2, 4 0 0円と強かった。

今後の見逍しは上物は強保合，下物は

弱保合の傾向と思われる。

次回市 7月 28日



そ
の

｀
 

；
ヘ
ネ
コ
が
ぺ
た
後
に
す
る
[
ど
が
繁
殖
し
て
産
だ
し
た
に
~
師
と
相
談
し
て
ヽ
毎
日
の
規
則
正
し
い
つ
た
雨
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
ぉv

]
食
品
を
よ
ご
し
て
、
そ
れ
が
人
に
う
つ
●
よ
る
も
の
で
、
細
菌
性
食
中
毒
に
多
く
ぃ
生
活
と
夏
の
健
康
増
進
に
心
が
け
ま
し
；
れ
て
い
た
田
植
も
一
挙
に
で
き
る
と
い

;
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
身
近
な
と
こ
ろ

う

；
み
ら
れ
ま
す
。

ニ
す
の
で
す
。

.
}
」
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
よ
く
繁
殖
す
＂
患
者
の
一
般
状
態
が
お
ち
つ
い
た
ら
~
健
康
診
断
な
ど
で
治
療
が
心
要
と
認
で
椎
茸
生
産
者
に
お
い
て
は
こ
の
春
接

出

し

て

へ

届

け

:e食
品
は
、
獣
肉
、
魚
肉
、
牛
乳
、
卵
ぉ
茶
、
果
汁
な
ど
か
ら
あ
た
え
は
じ
め
・
め
ら
れ
た
病
気
は
、
夏
休
み
中
に
完
全
種
し
た
ホ
ダ
木
が
、
今
ま
で
の
異
常
乾

て

下

さ

い

。

」

な

ど

の

食

品

の

ほ

か

、

し

ば

も

ち

、

お

．

ま

す

。

に

治

療

し

て

お

き

ま

し

ょ

う

〇

．

燥

の

た

め

に

活

着

、

伸

長

が

お

く

れ

気

◎
夏
休
み
中
の
不
良
化
を
防
ご
う
ぼ
は
ぎ
、
納
豆
、
か
ま
ぽ
こ
、
ち
く
わ
、
り
水
分
の
補
給
は
早
く
か
ら
始
め
て
よ
[
ま
た
ヽ
登
山
‘
キ
ヤ
ン
プ
等
に
参
加
玉
〖
の
も
の
も
あ
つ
た
が
ヽ

i
Jの
雨
で
ホ

こ
と
し
も
長
い
夏
休
み
が
は
じ
；
J

ん
ぷ
ら
な
ど
加
工
品
に
多
く
み
ら
れ
い
の
で
す
が
、
食
物
は
一
日
か
二
日
後

]
3
る
機
会
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ダ
木
も
充
分
に
水
分
を
と
り
も
ど
し
活

ま

り

ま

す

。

．

か

ら

は

じ

め

、

ス

ー

プ

、

オ

マ

ジ

リ

か

;.J
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
こ
ど
も
さ
ん
与
つ
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
半
面
雑
酋

'
i

ま
す
。

少
年
達
は
一
年
中
で
一
番
楽
し
し
か
も
此
の
菌
が
増
殖
し
て
も
食
品
ら
次
第
に
増
し
て
い
き
ま
す

3

こ
の
さ
の
健
康
状
態
や
経
験
ゆ
た
か
な
リ
ー
ダ
の
発
生
伸
長
も
旺
盛
に
な
り
、
現
在
ど

い
時
期
で
す
。
し
か
し
、
規
則
正
．
の
外
観
、
に
お
い
味
な
ど
が
変
ら
な
い
い
で
ん
ぷ
ん
質
か
ら
は
じ
め
脂
肪
分
は
：
ー
が
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
な
ど
~
こ
で
も
多
く
ゴ
ム
ク
ケ
菌
（
黒
褐
色
で

し

い

学

校

生

活

か

ら

離

れ

て

、

の

．

か

ら

困

り

ま

す

。

；

さ

い

ご

に

し

ま

す

。

二

畢

故

防

止

に

万

全

を

期

し

て

下

さ

い

。

玉

）

わ

る

と

ブ

ヨ

プ

ヨ

し

て

乾

く

と

小

さ

~
と
く
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

V
;
‘

も
ぢ
む
）
が
発
生
し
て
い
る
が
、
こ

、
こ
の
密
は
一
般
に
発
病
率
が
高
く
食
．

び
の
び
と
生
活
で
き
る
の
で
、
も

ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
不
良
化
す
＂
．
べ
た
人
の
八
o
-
九
0
バ
ー
セ
ン
ト
以
~
＂
り
か
え
し
注
意
し
、
か
わ
い
い
こ
ど
も

5れ
が
大
量
に
発
生
す
る
こ
と
は
ど
も
ら

[

夏

休

み

を

迎

え

て

[

さ

ん

を

名

迫

事

故

か

ら

守

り

ま

し

よ

う

n

ふ
と
い
え
ば
湿
度
が
高
す
ぎ
る
場
合
が

る
こ
と
が
多
い
季
節
で
す
。
上
が
発
病
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
~

夏
休
み
中
の
こ
ど
も
の
不
良
化
＇
死
亡
率
は
低
く
一
ー
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
と
~
」
曰
生
活
行
動
ゑ
多
い
の
で
速
や
か
に
処
置
を
す
る
必
要

か
ら
守
る
た
め
次
の
こ
と
に
気
を
．
な
っ
て
い
ま
す
。
七
月
に
は
い
る
と
、
子
ど
も
は
も
う
~
夏
休
み
の
解
放
感
か
ら
、
と
も
す
れ
五
:
あ
る
。
椎
茸
管
理
の
重
点
を
要
約
す

つ

け

ま

し

ょ

う

。

サ

ル

モ

ネ

ラ

苗

は

摂

氏

六

0

度

で

三

夏

休

み

へ

の

期

待

に

胸

を

ふ

く

ら

ま

せ

ば

放

じ

ゅ

う

な

生

活

に

お

も

い

っ

た

り

．

る

と

、

そ

の

時

期

、

そ

の

気

象

に

マ

ッ

ー
プ
に
走
っ
た
り
す
る
事
例
＂
チ
し
た
栽
培
管
理
を
迅
速
に
実
行
す
る

羞

だ

も

同

士

で

キ

ャ

ン

プ

や

ハ

十

分

‘

-

0

0

度

で

五

分

か

ら

六

分

で

て

い

ま

す

。

エ

介

行

グ

ル

•
こ

J

と
が
必
要
で
あ
る
。
尚
現
在
の
急
施

ィ

キ

ン

グ

な

ど

に

行

く

と

き

は

、

死

滅

す

る

窟

で

す

。

．

こ

の

期

待

と

生

活

の

な

か

で

、

子

ど

が

あ

り

ま

す

a

そ
の
日
程
や
行
き
先
な
ど
を
よ
く
＂
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
中
毒
の
予
防
は
食
品
．
も
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
に
、
夏
休
み
に
~
，
夜
遊
ぴ
、
交
友
関
係
、
好
ま
し
く
な
証
伍
茸
作
業
を
列
記
す
る
と
：
：

調
ぺ
て
、
無
理
な
計
画
や
悪
い
計
を
よ
く
煮
て
た
ぺ
る
こ
と
と
、
不
ズ
‘
‘
、
真
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
・
い
環
境
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
規
則
正

i

記

画
が
な
い
よ
う
導
い
て
や
る
3

ニ
ゴ
キ
ブ
リ
、
ハ
エ
の
た
い
じ
と
と
も
に
、
こ
で
す
。
：
し
い
生
活
を
送
ら
せ
す
る
よ
う
心
が
け

~
l、
仮
伏
せ
の
ま
ま
本
伏
に
し
て
い
な
い

0

外
出
先
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
無
[
イ
尺
ネ
コ
等
の
排
泄
物
で
食
品
が
よ
*
そ
こ
で
お
と
う
さ
ん
ヽ
お
か
ぁ
さ
ん
費
て
下
さ
い
o

[

も
の
は
o

・O

魯
:

断
外
出
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ご
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
二
カ
は
、
次
の
よ
う
な
事
柄
を
考
え
な
が
＂
ま
た
、
教
師
と
両
親
が
、
学
校
の
相
[
◎
活
着
を
確
認
後
速
ゃ
か
に
本
伏
に

と
く
に
、
夜
間
外
出
に
は
注
意
す
~
：
ら
冷
子
ど
も
さ
ん
の
夏
休
み
中
の
生
活
」
談
室
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
教
育
相
談
~
移
し
日
覆
い
を
充
分
に
か
け
て
通

る

。

食

中

毒

患

者

が

指

導

に

心

が

け

ま

し

ょ

う

3

を
行
な
い
、
こ
ど
も
さ
ん
の
生
活
行
動
[
風
に
留
意
す
だ

0

子
ど
も
の
物
持
に
は
注
意
し
て
~

□
日
家
庭
学
習
こ
←
真
剣
に
と
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す

3
[
-、裸
地
え
本
伏
中
の
も
の
は
：
。
。
：

~
◎
梅
雨
期
の
管
理
で
一
番
大
切
な
こ

・
一
学
期
の
学
習
内
容
の
復
習
と
か
動
~

出
た
場
合
に
は
使
ク

危
険
な
刃
物
類
や
不
良
雑
誌
な
ど
~

~
と
は
下
草
を
広
く
刈
り
通
風
を
よ

を
持
た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
．
食
中
毒
患
者
が
で
た
場
合
は
、
五
恒
物
の
飼
育
、
観
察
な
ど
、
自
発
的
に
[
季
ぶ
即
の

~
l

原
因
と
な
っ
た
食
物
の
種
類
五
子
習
計
画
を
立
て
さ
せ
て
、
子
ど
も
さ
~
~
く
す
る
。

~
2

食
べ
た
量
．
ん
の
毎
日
の
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
~
し
い
ャ

1け
ぷ
官
理
二
、
林
内
え
本
伏
中
の
も
の
は
：
。
。
：
。

~
＆
食
べ
て
か
ら
中
毒
の
お
こ
る
し
、
二
学
期
の
出
発
を
期
待
に
満
ち
た
[
~
◎
干
天
っ
つ
き
に
補
充
し
た
日
覆
が

\
\
—
!
）
[
ま
で
の
時
間
｀
の
に
す
る
よ
う
な
生
活
を
送
ら
せ
ま
~
お
く
れ
梅
雨

i

そ
の
ま
ま
た
と
湿
度
が
高
す
ぎ
る

l
zモ9
)
:
｀
玉
に
直:
9ー1
,
4
汀
汀
汀

[
f
し
い
〗
〗
め
に
は
、
子
ど
も
さ
ん
の
自
洪
〗
〗
且
汀
[
[
〗
]
月
。
の
で
日
覆
の
加
減
に

一
又
は
よ
く
観
察
し
て
お
く
必
．
主
性
を
尊
重
し
て
、
そ
の
学
習
計
画
に
互
日
ま
ぐ
る
し
い
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
二
、
追
而
梅
雨
明
け
と
な
り
、
夏
型
の
気

と
、
ひ
と
口
に
云
っ
て
も
．
ラ
菌
は
食
ぺ
物
に
相
当
数
附
着
し
て
い
~
要
が
あ
り
ま
す

0
.

;
「
や
る
気
」
を
持
た
せ
る
よ
う
な
、
あ
~
い
よ
い
よ
本
格
的
な
梅
雨
に
入
り
連
日
~
に
な
っ
た
場
合
は
：
＠

o
o
.

原
因
は
い
る
い
る
で
、
細
て
も
無
味
無
臭
で
何
の
変
化
も
な
い
と
・
食
べ
て
か
ら
一
時
間
か
二
時
間
で
お

4

た
た
か
い
指
導
と
生
活
環
境
を
つ
く
る
二
雨
が
降
り
、
う
っ
と
し
い
気
候
に
な
っ
~
つ
に
備
え
て
の
し
い

化
学
物
質
、
自
然
毒
な
ど
ま
ち

i
い
う
始
末
の
悪
る
い
も
の
で
す
。

I
,
U
っ
て
く
る
も
の
は
、
そ
の
食
物
に
す

[
A
J
と
が
切
で
す
。
二
し
き
た
が
、
こ
の
雨
も
た
だ
単
に
う
っ
~
に
し
て
く
だ
さ

ま

ち

で

す

が

細

菌

性

の

も

の

が

も

っ

と

＂

サ

ル

モ

ネ

ラ

菌

は

人

か

ら

人

へ

感

染

」

で

に

毒

物

が

含

ま

れ

て

い

た

場

合

、

食

{

]

健

と

安

全

：

と

し

い

ば

か

り

で

な

く

恵

み

の

雨

で

あ

i

も
多
く
発
生
し
ま
す
。
~
す
る
も
の
で
な
く
、
ネ
ズ
、
ヽ
ヽ
、
ゴ
キ
プ
え
て
か
ら
半
日
近
く
た
っ
て
お
こ
っ
て
~
夏
休
に
入
る
前
に
、
こ
ど
も
さ
ん
：
る
、
地
域
に
よ
っ
て
は
飲
料
水
の
~

そ
の
の
―
つ
で
あ
る
サ
ル
モ
：
リ
（
ア
ブ
ラ
ム
ジ
）
ハ
エ
、
ま
た
は
イ
~
き
た
も
の
は
、
食
物
に
つ
い
て
い
た
細
ら
健
康
に
つ
い
て
、
医
師
や
教
~
ま
た
農
家
に
と
っ
て
は
に

i

食

中

毒
に
な
る
と
、
女
性
に
対
す
る

い
た
ず
ら
な
ど
の
性
犯
罪
が

ふ
え
て
き
ま
す
。

性
犯
罪
は
、
普
通
の
犯
罪
と
も
が
っ

て
、
被
害
に
か
か
る
女
性
の
場
合
に
も

大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
0

そ
こ
で
、
被
害
者
側
の
女
性
が
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
て
夏
を
楽
し
く
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す

3

◎

服

装

に

注

意

ニ
ュ
ー
モ
ー
ド
も
時
、
所
を
考

え
て
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う

3
~

◎

夜

は

明

る

い

道

を

[

暗
い
夜
道
に
は
オ
オ
カ
ミ
の
[

目
が
光
っ
て
い
ま
す
帰
り
が
お
そ
[

く
な
っ
た
時
は
、
少
し
遠
回
り
を
~

し
て
も
明
る
い
人
通
り
の
多
い
道

i

を
選
び
ま
し
ょ
う

3
~

◎
知
ら
な
い
男
の
甘
い
こ
と
ば
に
~

の
ら
な
い
。

「
送
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
さ
[

そ
わ
れ
て
も

[
}
.
J
ん
な
セ
リ
フ
に
~

た
ま
さ
れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
し
~

た
心
構
え
、
態
度
で
自
分
自
身
を

i

守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
被
害
は
す
ぐ
警
察
へ

i

警
察
は
、
被
害
者
の
秘
密
を
厳
~

重
に
守
り
ま
す
。
も
し
、
乱
暴
や
~

い
た
ず
ら
な
ど
を
さ
れ
た
と
き
は
、
~

に

多

の
防
犯

し、

性

犯

罪

肱

) l I 

防

犯



l
 

[
花
火
に
よ
る
火
災
を
．
[

・

防

止

し

よ

う

[

1
 

：
一
花
火
は
、
昔
よ
り
夏
の
風
物
詩
と
~

i

ー
十
上
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
~

―
し
か
し
、
こ
の
花
火
に
よ
る
火
災
~

一
が
年
々
増
加
し
て
い
る
現
状
を
考
え
[

ま
す
と
、
そ
の
取
り
扱
い
は
十
分
な
[

一注
意
が
必
要
で
す
。

以
前
は
、
大
掛
り
な
花
火
大
会
に
，

よ
る
火
災
が
多
か
っ
た
も
の
で
す
が
~

最
近
は
、
火
災
予
防
の
見
地
か
ら
大
]

掛
り
な
花
火
大
会
が
大
分
制
限
さ
れ
~

こ
れ
に
よ
る
火
災
が
減
少
し
ま
し
た
[

の
に
引
き
か
え
、
街
の
玩
具
店
等
で
[

売
ら
れ
て
い
る
こ
ど
も
の
オ
モ
チ
ャ
[

の
花
火
に
よ
る
火
災
が
増
加
し
て
き
[

ま
し
た
。

オ
モ
チ
ャ
の
花
火
に
よ
る
火
災
は
[

本
来
の
使
用
目
的
以
外
に
使
用
す
る
~

と
か
取
扱
い
上
の
不
注
意
が
原
因
と
[

な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
に
お
い
て
花
火
遊
び
を
す
る
~

と
き
、
子
ど
も
に
花
火
を
あ
た
え
る
~

と
き
に
は
、
次
の
事
項
を
守
っ
て
、
[

―
花
火
の
正
し
い
使
い
方
、
取
り
扱
い
[

一
方
に
十
分
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
~

T

気
象
状
況
の
は
握

．
~
し

i

ー
ー
ニ
ー
強
風
の
と
き
、
空
気
が
乾
そ
う
し
[

一
て
い
る
と
き
は
、
絶
対
に
花
火
遊
~

ー
・
ひ
を
し
な
い
。

ー

ロ

花

火

の

選

定

と

監

視

[

．
こ
ど
も
に
花
火
を
あ
た
え
る
と
き
~

去
る
七
月
五
日
も
中
学
校
で
社
協
・

・

毎

月

五

日

は

の

青

少

年

児

童

部

会

を

開

き

、

夏

期

，

．
に
お
け
る
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
つ
[

い
て
協
議
し
た
。

―
肱
川
町
子
ど
も
の
日

3

こ
の
日
は
、
町
の
皆
さ
ん
が
、
月
~
又
そ
の
日
は
同
じ
く
中
学
校
で
夏
．

に
一
度
、
と
く
に
青
少
年
の
こ
と
を
こ
の
水
の
事
故
に
備
え
て
人
口
呼
吸
法
[

i

考
え
、
な
に
か
を
実
行
す
る
日
で
す
、
●
の
講
習
を
大
洲
警
察
暑
よ
り
講
師
を

証
川
町
社
協
で
は
、
子
ど
も
に
関
し
●
招
き
、
先
生
、
生
徒
及
び
父
兄
を
交

ピ
ピ
え
て
熱
心
に
教
わ
っ
た
。

i

i

な
お
、
人
口
呼
吸
法
の
講
習
会
も
ぃ

一
て
の
行
事
及
び
会
合
は
、
総
て
五
日
[

子
ど
も
の
日
を
選
ぶ
こ
と
を
勧
め
て
五
日
に
行
な
う
。

[
い
る
。

号

外

7月号

は
、
年
齢
等
に
応
じ
た
花
火
を
選
~

び
、
ち
ょ
っ
と
危
険
と
思
わ
れ
る
~

花
火
は
、
お
と
な
の
監
視
の
も
と

i

。

で
使
わ
せ
る

国
花
火
の
性
状
と
場
所
の
選
定
，

花
火
に
は
い
ろ
い
る
と
種
類
が
あ
[

り
、
そ
の
性
状
も
お
の
お
の
ち
が
[

っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
~

花
火
の
種
類
を
よ
く
見
分
け
、
そ

~
i
.

の
性
状
に
応
じ
た
危
険
の
な
い
場
[

所
を
選
ん
で
花
火
遊
び
を
さ
せ
る
。
~

国

正

し

い

使

い

方

．

花
火
に
付
記
さ
れ
て
い
る
使
用
方
．

法
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
使
用
す
る
。
'

国
火
災
に
備
え
て

万
一
に
備
え
て
、
必
ず
バ
ケ
ッ
等

に
水
を
用
意
し
て
お
く
。

因
後
始
末
の
確
認

使
用
後
の
花
火
に
、
水
や
土
を
か

け
、
残
り
火
の
処
置
を
確
実
に
す

る。団

完

全

管

理

花
火
は
、
火
気
か
ら
離
れ
た
、
日

の
当
ら
な
い
風
通
し
の
よ
い
場
所

に
お
き
、
子
ど
も
が
ボ
ケ
ッ
ト
に

い
れ
て
遊
ん
だ
り
、
花
火
を
ほ
ど

い
て
火
薬
を
混
合
し
た
り
し
な
い

よ
う
注
意
す
る
。

’ ， 捨
て
ら
れ
ま
せ
ん

下
水
道
、
河
川
、
湖
沼
、
そ
の
他

公
共
の
水
城
に
、
ご
み
、
ふ
ん
尿
等

を
捨
て
る
こ
と
は
清
掃
法
策
十
一
条

に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
み
の
処
理
は
埋
め
る
か
焼
却
す

る
よ
う
に
し
て
、
絶
体
に
河
川
等
に

捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
川
な
ど
で
は
子

供
達
が
水
泳
な
ど
を
し
ま
す
の
で
ゴ

ミ
等
は
捨
て
な
い
よ
う
に
み
ん
な
が

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

小
川
に
ゴ
ミ
は

p 

注

意

し4

， 世

町の人口動態

6月30日現在

数 1.2 3 2戸

2,660人

2,676 

5,336 

8 

8 
生
亡

帯

男

女

計

出
死
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ー めら れ た 場 所 ，

泳 に

に
~”、t

‘ }  

5
 

はし、る

水泳中は，わる

Q
5
 

ー

は必ず

し、時間泳がなし、で，

水 泳後は真水でからだ

は泳がなし‘°

ヽしヽ

と

帰

激9

9

 

に体をぬらしてか

7慮 ひとりで離れて泳がない。

かに

けをしない。

水か

゜

の直後などには泳がなし ‘o

る。

洗う。

せてか

はし、る。

く。

--
、.-/----
ー--‘̀― 

をあたためる。

⑮ 広報を読み終ったらこちらを表にしてよく見えるところにはっておいてください。


